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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月20日(2010.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳動物における胃癌の存在を診断する方法であって、コントロール試料と比較して該
哺乳動物の被験胃試料においてｃ－Ｍｙｂ遺伝子が増幅されているかどうかを検出するこ
とを含み、ｃ－Ｍｙｂ遺伝子の増幅が該哺乳動物における胃癌の存在を示す方法。
【請求項２】
　ｃ－Ｍｙｂ遺伝子が増幅されているかどうかの検出が、ｃ－Ｍｙｂ遺伝子のコピー数が
少なくとも５倍増加しているかどうかを検出することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　哺乳動物における胃癌の存在を診断する方法であって、該哺乳動物の被験胃試料中にお
けるｃ－Ｍｙｂ遺伝子の発現を検出することを含み、コントロール試料より高い被験胃試
料中におけるｃ－Ｍｙｂ遺伝子発現のレベルが、該哺乳動物における胃癌の存在を示す方
法。
【請求項４】
　ｃ－Ｍｙｂ遺伝子の発現の検出が、ｃ－Ｍｙｂ遺伝子からのｍＲＮＡ転写のレベルを決
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定することを含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　高レベルのｃ－Ｍｙｂ発現が、被験胃試料中におけるｃ－Ｍｙｂ遺伝子からのｍＲＮＡ
転写に、コントロール試料の少なくとも５倍の増加を含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ｃ－Ｍｙｂ遺伝子の発現の検出が、ｃ－Ｍｙｂのレベルを決定することを含む請求項３
に記載の方法。
【請求項７】
　ｃ－Ｍｙｂ遺伝子の発現の検出が、被験胃試料を抗ｃ－Ｍｙｂ抗体に接触させ、被験胃
試料中におけるｃ－Ｍｙｂの発現レベルを、ｃ－Ｍｙｂへの抗ｃ－Ｍｙｂ抗体の結合を検
出することにより決定することを含む請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　高レベルのｃ－Ｍｙｂ発現がｃ－Ｍｙｂレベルの少なくとも５倍の増加を含む請求項６
に記載の方法。
【請求項９】
　ｃ－Ｍｙｂアンタゴニストを含む薬学的製剤の有効量を、胃癌の個体に投与することを
含むｃ－Ｍｙｂ遺伝子の増幅又は過剰発現を伴う胃癌の治療方法に用いるためのｃ－Ｍｙ
ｂアンタゴニストであって、前記アンタゴニストが、ｃ－Ｍｙｂをコード化する核酸に結
合するアンチセンス核酸；ｃ－ＭｙｂのＤＮＡ結合ドメインに結合する核酸；ｃ－Ｍｙｂ
に結合する抗体又は抗体断片をコード化する核酸；及びｃ－Ｍｙｂに結合する抗体又は抗
体断片、から選択される、ｃ－Ｍｙｂアンタゴニスト。
【請求項１０】
　ｃ－Ｍｙｂアンタゴニストがｃ－Ｍｙｂをコードする核酸に結合して該核酸の発現を減
少させる１０～３０ヌクレオチド長のアンチセンス核酸であって、場合によって前記アン
チセンス核酸はオリゴデオキシヌクレオチドである、請求項９に記載のｃ－Ｍｙｂアンタ
ゴニスト。
【請求項１１】
　ｃ－Ｍｙｂアンタゴニストが、ｃ－ＭｙｂのＤＮＡ結合ドメインに結合する核酸である
請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　ｃ－Ｍｙｂアンタゴニストが、ｃ－Ｍｙｂに結合する抗体又は抗体断片をコードする核
酸であって、場合によってｃ－Ｍｙｂに結合するｓｃＦｖである、請求項９に記載のｃ－
Ｍｙｂアンタゴニスト。
【請求項１３】
　胃癌の個体がｃ－Ｍｙｂ又はｃ－Ｍｙｂ遺伝子を標的とする治療剤に応答するかどうか
を決定する方法であって、ｃ－Ｍｙｂ遺伝子が胃癌において増幅されるかどうかを決定す
ることを含み、ｃ－Ｍｙｂ遺伝子の増幅が、個体が治療剤に応答することを示す方法。
【請求項１４】
　治療剤が、アンチセンス核酸；ｃ－ＭｙｂのＤＮＡ結合ドメインに結合する核酸；ｃ－
Ｍｙｂに結合する小有機分子；及びｃ－Ｍｙｂに結合する抗体をコードする核酸から選択
される請求項１３に記載の方法。
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